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　集落支援員が開催している“カフェ～陽だまり～”で、公
民館の「出張寿学級」が行われた。講師にリズム音楽教室
の音楽療法士である三雲花

かのん
音先生を迎え、懐かしい曲を

歌いながら手を動かすリズム音楽療法を実施。また、参加
者が一人で二つのハンドベルを使う“われは海の子”の演
奏にも挑戦した。みんなで歌って奏でる楽しい時間となった。

　宮園津江神社で、県選択無形民俗文化財である「老松
様の餅搗祭」が開催された。この祭りは、盗賊を討伐するため
に行った戦勝祈願に由来し、約800年前から続いている。津
江小学校の児童15人のほか、市外からの参加者も搗

つ
き手と

して“お清め水”や“餅つき”を体験した。祭りの最後は勇壮
な「あばれづき」が行われ、この日一番の盛り上がりをみせた。

　日田市及び日田玖珠広域消防組合消防本部では、現地か
らの要請を受け、職員の派遣や活動を行っている。この日、８
月１日㈯～４日㈫で行われた下水道施設の一次調査及び、７
月28日㈫～８月２日㈰の緊急消防援助隊による活動報告が
行われた。今後も被災地からの要請に基づき、被災された皆
さんの気持ちに寄り添いながら、できる限りの支援を行っていく。

被災地熊本へ、心からの支援を８/５８/３

７/17老松様の餅
もちつきまつり
搗祭 リズム音楽療法で楽しく脳トレ♪7/15

　７月の猛暑の中、「おおやま農業体験交流会（実証試験）」
が開催された。今回は２回目で、福岡都市圏等からの参加
者が、農薬の少ない米づくりで“一番大変”な草取り等を
体験。明治時代に開発された「草押し機」を使った草取りや、
手作業による草取りに汗を流した。地元有志の住民ボラン
ティアとも交流し、「農業は命をつなぐ」を学ぶ体験となった。

　地域の親睦と暑気払いを目的として、雉谷自治会館で
“地域交流会in「きじや」”が開催された。民生委員による
ミニディも兼ねて行われ、子どもから高齢者まで約30人が
参加。モルックなどのレクリエーションで心地よい汗を流し
た後、流しそうめんで夏を満喫した。世代を超えて笑顔が
溢れ、地域の絆がより一層深まる一日となった。

７/19 地域交流会in「きじや」 農業は命をつなぐ

　出口コミュニティセンターで「さなぼり寄席」が開かれた。
「さなぼり」は、田植えが無事に終わったことを祝い、田の
神様に感謝するとともに、豊作を祈る伝統的な行事。今回
は矢野大和さんをはじめ、県南落語組合の落語家による
講演や、作家の丸山紘平さんによる紙切りが披露され、会
場は大いににぎわい、笑顔あふれる楽しいひとときとなった。

　前津江町特産の実
みざんしょう

山椒が収穫期終盤を迎えた。今年
は天候に恵まれ豊作で、町内50戸ほどから約4トン出荷。
小さな葡萄のような鮮やかな緑の実山椒はまるで「山の宝石」。
集出荷場では、枝から房ごと摘まれて、箱詰めされた実山
椒が次々に持ち込まれ、独特の爽やかな香りに包まれてい
た。丹精込めた山椒に、生産者の想いが詰まっている。

７/８ 豊作！「緑のダイヤ」前津江山椒 ７/５ 田植え後の楽しみ

上津江 - Kamitsue -中津江 - Nakatsue - 大山 - Oyama -

７/19

前津江 - Maetsue - 天瀬 - Amagase -

　放課後児童クラブ「有田っ子クラブ」で「モーモースクー
ル」が開催された。これは、子どもたちに牛乳に対する理
解を深めてもらおうと、日田酪農組合青年部・女性部が
取り組んでいる。今回は子どもたちが自作のバターづくり
に挑戦。試食時には「自分で作った」という達成感とバター
の美味しさを味わい、ご満悦の表情だった。

牛乳からバターを作ったよ！


